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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は①身体活動量低値者の特徴を明らかにする。②ウォンツを踏まえてセ
グメント化し、身体活動促進プログラムを考案する。③自治体、学校、職場に活用できる組織づくりを視野に入
れた身体活動促進支援モデルを提案する。ということであった。
子供、若年女性、働く中年の3つのセグメントで調査、研究を行い、子供に関しては体育の授業の影響力が大き
いこと、学校のスポーツ活動、身体活動への取り組みが重要であること。若い女性は自分のペースでできる楽し
いもの。働く中年者については時間がないことが大きなバリアーとなっていたことから、仕事の合間にできる簡
単な体操から導入することが有効であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study will throw light on (1) characteristic of the 
person with a little physical activity. ②Based on wants, I devise a physical activity promotion 
program. ③I suggest the physical activity promotion support model that I can apply in the local 
government, a school, the workplace.
I investigated it for a child, a young woman, the middle-ages who worked. As a result,①The child 
has a big influence of the class of the physical education and the sports of the school, and an 
action of the physical activity is important. ②The young woman expects a pleasant thing made at 
one's pace. ③Because it becomes the big barrier that the working late starter as an entertainer is 
running out of time, it is effective to introduce the exercises that it is easy that it is possible 
for in an interval of the work.

研究分野：健康管理学
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１．研究開始当初の背景 
子供達の運動不足や体力低下は相変わら
ず改善せず大きな課題となっている。さらに
近年は二極化の傾向が指摘され、1 週間の運
動時間をみると運動する子供としない子供
がいることが明らかとなった（全国体力・運
動能力、運動習慣等調査結果，文部科学省，
2011）。身体活動の機会を減少させている子
どもの実態を明らかにするとともに、その原
因を追究し解決策を講じることは、これから
の健全な社会の構築と維持には欠かせない
ことである。 
また、若年女性の痩せすぎ（20 歳代が

21.9％）と中年男性の肥満（30歳代が 32.9％，
40 歳代が 34.85％，50 歳代が 33.4％）も問
題視されている（国民健康・栄養調査報告，
厚生労働省，2011）。これまで身体活動量低
値者に対する十分なまなざしはなかった。身
体活動は強制されるものではなく自由意志
のものとで行われるという前提が、機会のな
い人を置き去りにしてきたのではないかと
推察される。 

 
２．研究の目的 
本研究は、身体活動を行う機会を持たない
子供（小中学生）および成人（女子大学生、
中高年）（以下、身体活動量低値者）を対象
にして、マーケティングおよびインタビュー
の手法を活用して調査を行い、ニーズとウォ
ンツを明らかにしてセグメント化した上で、
それぞれのセグメントにあった身体活動促
進のための支援プログラムを考案する。さら
に、継続的に実施していくための仕掛けづく
りや組織づくりについても明らかにして身
体活動促進支援モデルとして提案する。 

 
３．研究の方法 
研究対象者を子供（中学生）、女子大学生、
中高年者とし、身体活動に関するマーケティ
ング調査と身体活動量調査を行った。その中
から身体活動量低値者を抽出して、さらにイ
ンタビュー調査を行った。 
これらの結果をもとに、継続していくため
のどのようなプログラムが良いか。さらに実
施に向けての仕組みづくりと継続に向けて
の組織づくりについて提案をまとめた。最終
的には自治体や学校、健保組合等に参考にな
るガイドブックとしてまとめた。 
 
４．研究成果 
 子供の調査結果から、「体を動かすことは
好きかどうか」は8割が好きと答えているが、
「大変好き」は男子が多く女子との違いが認
められた。また、「体を動かすことは必要で
あるかどうか」については、ほとんどの生徒
が必要であると答えていた。性差は認められ
ず、男女ともに必要性を認識していることが
わかった。さらに「体育の時間は楽しいかど
うか」については、楽しいと感じているもの
が 8 割いた。「大変楽しい」と答えた男子が

多く、体を動かすことが「好き」と同じよう
な傾向が認められた。あわせて「体力への自
信」についても性差が認められ、男子に比べ
て女子にはあまり自信のないものが多くお
り、運動部活動の入部状況も入っていない女
子の割合が多く、性差が認められた。 
 運動時間が少ない生徒の特徴は表１のと
おりである。体育の嫌いな理由は、苦手、得
意ではないが多く、好きではない、種目によ
る、気持ちが上がらないなど、いろいろな理
由があることが明らかとなった。 

 

 
 

 
 
 これらの結果から、子供の場合は親や指導
者、教師がよく観察をしてバリアを取り除く
支援が求められている。本研究前に提示して
いた運動嫌いを負のスパイラルから正のス
パイラルへかえるモデルの確認ができた。 

 大人については女子大学生の調査結果か
ら、子供の時からの運動経験や実践が少ない
者の体力が低く（表 2）、体力が低いことでス
ポーツへの取り組みのバリアーになってい
ることが明らかとなった。しかし、スポーツ



や体を動かすことが嫌いなわけではなく、も
っとやってみたいと思っていることも明ら
かとなった（表 3）。このような対象たちが 
やってみたいと思うスポーツは多様であっ
た（表 4） 

 

 これらの結果から、運動やスポーツに対し
てあまり積極的でない人々には、自分のペー
スででき、競争性も高くなく、自発的で楽し
めるスポーツ種目が準備される必要性が示
唆された。 
 身体活動低値者を１日 60 分未満の運動実
施者と定義したが、体力低値との関連も見ら
れたことから、体力レベルを意識した提案が
必要なことが明らかとなった。また、インタ
ビューから、継続的な実施を行うためには単
発のイベントだけではなく、身近なところに
気軽に参加できる環境整備も必要で、重要な
促進要素であることが示唆された。 
 これまでは運動に対してネガティブな人
へのアプローチは十分に行われてこなかっ
た。本研究でこのような対象者の状況が具体
的に把握できたので、身体活動促進に関わる
方々と情報を共有し、新たな視点で振興策を
提案していくことが今後の課題である。その
一助となるよう、本研究成果をガイドブック
にまとめて関係者に配布している。 
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